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渋谷駅で｜電車i E-lr争 ＇） て下ざい｜。
目的詰十五十 f也事力詞

ら hi bu ya ろδ十h五anil 
クィ ~g で l宇

karunaa 
で昔、る

このように、目的語乏示す格問詞「を」 i主与イ話 lニ i急ゆ零行”な〈、
英語むピ ζ 同様に、目的語 i志詰 JI＼更に ι って示三れる e
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(5) 

「に」

1 ） 「に」の用法
( 1 ），安易戸昨左示す．

イ列：有名むあ寺 lさほと九ど 1{＿ 者戸にある。
ι の τ寝上」と立つど号、色げよ 7見える。

( 2 ) .方向を矛、す，
例；今阜、引起しして千葉Jこ特ることにむりました．

ここ紋寺大雪 i二入、T 可云一生徒の数 l手増え段けている
，日寺を元す
勿・l ：今日航空便で出しまし花汚う、一週間以内」とそちら l乙着

く i~主ず τ”す。
日キの新、す朝時四月 lニ土台ま万．

．使役々、受け身の争力作 一
伊i ：私 lこ行司亡て下乞い e

強玄」三車・l とれまし t . 
5 ) . ~~ち果を示す e

紗l ：犬同で、ず .-s: ；需れ」えむゥた
ら），重力作の目的 E 示す．

伊j ：キム lt f民朽場へ友達乏 i乏リ」三行三ます．
2 ) 日ネ誌の r iニ」のタイ語への組花R
タイ誌で i客十h'li nai bon E 場戸丹 E 正すのに f重う．改まっ？と言い

古をす万日寺オh'l i のガわリ l乙 na というも毛主イ重うこと 7ザある．
1-7；］；可皮の亨 i事スヴムウィザト l二あ 1）手す。

判語で’ ld- baa n khao ¥J l;υfh'l「らukhumvv:ld て惨事万．
例：机の上 l二花紙ffあ＇）手オ．

字イ誌で‘ l幸、 m¥ i c｣f. kaYl 'f Uu h♀立花であち．
タイ誌に l守運執の方向乏表毎日寺と日奇をます日号 l二、普通何も前置も司左

わ行む－い．

f手。i ：毎朝九時巳起をます
タ 4 誌で’ l守二 khao t孟~n hog 
し司し、 m山a を i品五の自宅に使う．

イ列：三目前に 4 A氏をもらいまし t-:. • 
勺イ詰て” ld- 、 d§iraτcゐdmね i 盟主a 必am wa 門 kうって”あ万．
使役など’の主 L 4 ) l乙対応、するタイ語の丈を作ると〉史のようにな右。

骨l ：弘に行司亡て下乞い．

pt弓od 国L p十1cm pai 
強孟に if •1 乞れまし主；

土凶平 kham~oy ，町十hε句
ニのようじ、「 l乙」 l手守イ詰て t-t ha 1 、→h d し； k で創~tR することが

できる e Z こちが、丈（ 5 ）の場合 l事「 l乙」主タイ語 i乙創拡R てh、きない。
制：大雨で、ず~~·；需れ1三むつ立。

+0η オらh n~k~ てcwつ がδk mら十
重力作の目的主示す場舎の丈草（ (; ）左タイ詰に訳ぢと J
2hらm / di cha,n c会ノ p8i 5ふり. phふan 十 hl_i ラa n~＇ambi n 

あるい持 pト1om /ciichav1 ca pa1 phwa ラ0り phwan 十h1i
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(6) 

ら δY1ぷambin となるが、：官僚に iきク 4 人 l宇こういっ丈章に ph 心a E. あ
ま＇）使；っていねーい。

「て‘I _j 

1 ）「てや」の用法
l 1 ），手手足・巧 3五を示す。

ilj'¥ ：アンデ lし t工ンの納詰 E 絵卒で読み王し 1ミ。
袋回りこ九 l乙£く l手しょうす醤浩三：；食べ志の斤一番 Z い
しい

．房、 Id ・ 1宝白 E 示す s
1かい話人リルケ l1--Y:-- ’はの花小に今干昨っ 7三パ’ヲのとげて” L1 -I｛ 左

し、売れプずーもとで瓦），，.＿ t~＇ . 

四谷付近昨季古文で道路が混 ｝e, で L ¥ :;i:: す
．状態 E 王、す 一
和i ：この魚住生で食べられます。

アプ J) fJ で i手トマト〉’ユース l手－ ＇） 、／トル包て売って
る

．主併を間持的 iこ示す。
約：件。不自由む人 i手国て”保設しむくて l:t いけわい。
一一佐店主乙 h. とキムて＼千しピ E 直してし J._ l' 乏し花 0

．時間，期間’雪面令’全客員一数量む之、乏正す。
仰に今日の付事件五時三~－Y~ わ ＇） にして、引＇） lさ哨日またで＇）

乏し ι う。

日 if の保P全会社汗回億円ヱプヮホの給左官っ花。
このキ i手上下巻二時三三千円 Tざ。

• j;男戸庁左手す．
｛手i ：キムり父 l事 ιι あ 3、ちで奇え乏需工い王す

;;c_混K-r:ｷｷ fムに会っ 7三ょうむ気分ぢ。
ふと見ると 7‘口手‘ 1 1芝守 f｛者F屋の尚三Lじ勺と長勺左見つ
めていた。

2 ) 日キ~§ 'J) 「て”」の乍イ詰へ。奇瑞尺
ケイ詰で l1- 、日キ語の「て”」 l乙あ t る手段’方法，道具・科料 E 元

す前置詞にJえのようなも 9 ガイ史われる。
c 1 ) . d Lia i ～ l! 具々村科左京す。

ilj j : i:j イ人 lさスプーン ζ フォークて”食事します。

¥-¥hon 介hai 十 haan khｧac .ili@l en うつパ
. dooi ～ 4 段左表す。
例：品目て” Ji＼を；度ります。

k同am m色~naam

L 、〉

，、

うつコm

( (, ) 

l 2 ) 

ち〕

( 2 ) 

ろ）

( 4 

( 

「
ク

rwa 必♀i
「
へ」

1 ） γ ヘ」の用；ま
( 1 ) .耕作，作用の向けられ右方向左示す．

伊＇＼：キム l手若いと員、大、営へ Lまあまり行ガおいて”年日 B史画令官に行
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